
平成 25 年度 布田地区ハッピータウン協議会 活動報告 
（★主催事業 ☆共催事業） 

(平成 25 年) 

☆ 4 月 27 日 調布市防災教育の日避難所訓練  布田小体育館 11:00～14:00 

 5 月 10 日 役員会       布田南部自治会 19:00 

 5 月 15 日 第 12 回運営委員会   こころの健康支援センター 19:00 

 5 月 24 日 総会      こころの健康支援センター 19:00 

★ ハッピータイムズ第 3 号発行 

★ 7 月 7 日  ハッピー街あるきウォークⅢ（地域内の課題をチェック） 10:00～14:30 

☆ 7 月 10 日  地区協交流会参加(ワールドカフェ) たづくり 12 階大会議場 18:00 

 7 月 25 日  役員会      布田南部自治会館 19:00 

 7 月 31 日  第 13 回運営委員会   こころの健康支援センター 19:00 

 9 月 20 日  役員会      布田南部自治会館 19:00 

 9 月 26 日  第 14 回運営委員会   こころの健康支援センター 19:00 

 11 月 7 日  役員会        布田南部自治会館 19:00 

★ 11月 17日 あんしんあんぜん救急救命実践講習会  こころの健康支援センター 12:30 

       第 15 回運営委員会      こころの健康支援センター 16：00 

★ 11 月 20 日 地域改善要望書提出      調布市議長室  10:00 

★ 12 月 27 日  ハッピー夜回りパトロール  （地域内を年末パトロール） 

(平成 26 年) 

 1 月 23 日  役員会      布田南部自治会館 19:00 

 1 月 30 日  第 16 回運営委員会     こころの健康支援センター 19:00 

★ 3 月 1 日   ハッピー街あるきウォークⅣ（地域内の課題をチェック） 10:00～13:00 

★ ハッピータイムズ第 4 号発行 

 3 月 20 日  役員会       布田南部自治会館 19:00 

 3 月 26 日  第 17 回運営委員会    こころの健康支援センター 19:00 

 

「地域改善要望書」の詳細の内容と現在の対応状況につきましては、当地区協ホームページ 

www.happy-usako.jp ３月２０日投稿記事内のファイルをご参照ください。 

第 1 号議案 
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【第2号議案】
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日　付 金　額（円） 摘　　要

１　事務費

　（１）　事務費 1月11日 3,480 プリンターインク代
予算額　１５，０００円 1月24日 466 ポスター用ビニール袋

3月20日 3,200 コピー代
3月20日 6,500 プリンターインク代

13,646

　（２）　会議費 5月15日 2,550 運営委員会お茶代
予算額　２５，０００円 5月24日 3,750 総会お茶代

3月20日 12,000 役員会会場代＠2000×６回
3月20日 1,232 役員会茶菓代
3月26日 5,980 運営委員会茶菓代

25,512

　（３）　通信費 2月1日 600 宅配便送料
予算額　１０，０００円 3月20日 8,750 はがき、切手代

9,350

48,508

小　　　計

事務費　小計

布田小地区ハッピータウン地区協議会　平成２５年度決算説明書（助成対象経費）

項目

小　　　計

小　　　計
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日　付 金　額（円） 摘　　要項目

２　事業費

　（１）　広報・交流推進費 6月11日 13,860 HP運営費
予算額　２００，０００円 6月20日 84,000 広報費印刷代４０００部

7月13日 5,000 布田小盆踊り協賛金
3月24日 79,800 広報費印刷代４０００部

182,660

　（２）　防災・安全対策費 11月17日 56,280 講習会参加賞（非常持ち出し袋・保温シート）
予算額　２１０，０００円 11月17日 6,700 講習会参加賞（給水バック）

11月17日 4,375 講習会お茶代
11月17日 37,800 救命救急講習料＠1400×２７名
3月20日 122,500 防災ベスト５０着
3月29日 16,380 避難所体験参加賞ごみ袋＠273×60個
3月30日 5,838 避難所体験用ガムテープ

249,873

　（３）　地域福祉増進費 7月7日 7,860 地域見回り会弁当代１２個
予算額　４０，０００円 3月1日 9,100 地域見回り会弁当代１２個

3月20日 4,000 反省会会場代＠2000×2回

20,960

453,493

502,001

小　　　計

事業費　小計

助成対象経費　支出合計

小　　　計

小　　　計
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布田小地区ハッピータウン協議会 

平成 26 年度 活動方針及び活動計画（案） 

 

◆活動方針◆ 

前年度の活動方針に引き続き、会則に掲げた「安全で安心ないきいきとした地区を

つくる」ために，布田小学校地域内を中心に以下の３点を基本姿勢として活動に当た

ります。 

１ 地区協議会の周知に努め，ネットワークを形成する。 

２ 協力者を増やし，地域の輪を広げ，地区協議会の基盤づくりを行う。 

３ 地域課題を共有し，地域の連携に重点を置いた活動を展開する。 

 

◆活動計画◆ 

１ 地域内のネットワークづくりに関すること 

     (1) 地域情報の共有の推進 

地区協議会を周知するとともに，地域の連帯感を高めるため，諸団体のイベ

ントや地域の話題など地域情報の共有を推進します。 

   (2) 交流の推進 

地域交流の輪を広げ，地域全体がより連携・協力できる基盤をつくるため，

運営委員会の開催を基本に地域諸団体の交流を推進します。 

 

２ 地域の安全・安心に関すること 

(1) 防災対策の推進 

   地域の連携・協力による防災対策を推進します。 

(2) 防犯・交通安全対策の推進 

地域の連携・協力による防犯・交通安全対策を推進します。 

 

３ その他，地域の福祉の増進に関すること 

 会則に掲げた「安全で安心ないきいきとした地区をつくる」ため，その他布田小

学校地区の特性を踏まえた活動に取り組みます。 

第 3 号議案－01 
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◆活動内容（案） 

１ 地域内のネットワークづくりに関すること 

年２回のハッピータイムズの発刊 

ホームページでの活動を含めた地域情報の共有化の推進 

 

２ 地域の安全・安心に関すること  

 防災訓練の開催 

 地域内パトロールの実施 

 他地区協等その他防災・安全活動への参画および協力 

 

３ その他，地域の福祉の増進に関すること 

 街歩きハッピーウォークによる地域改善に関する調査研究 

 

◆活動日程（案）（★主催事業  ☆共催事業） 

 

  ４月 ☆調布市防災教育の日（4/26） 

  ５月 ★総会（5/28） 

 

６月 

  ７月 ★街あるきハッピーウォ－ク（7/5） 

  第１８回運営委員会（7/31） 

★ハッピータイムズ５号 

  ８月  

 

  ９月 第１９回運営委員会（9/  ） 

★第３回あんしんあんぜん防災訓練（9/27～28） 

 

１０月 

１１月  第２０回運営委員会（11/  ） 

 

１２月  夜回りハッピーパトロール（12/  ） 

 

  １月  第２１回運営委員会（1/  ） 

 

  ２月★ハッピータイムズ６号 

 

  ３月 ★まちあるきハッピーウォ－ク（3/7） 

  第２２回運営委員会（3/  ） 

 

      

第 3 号議案－02 
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収入の部 （単位：円）

項　目 今年度予算額 前年度予算額

 調布市地区協議会助成金 500,000 500,000

小　　計 500,000 500,000

1　前年度繰越金 138 2,079

2　預金利子 50 50 ゆうちょ銀行利子

小　　計 188 2,129

500,188 502,129

支出の部 （単位：円）

項　目 今年度予算額 前年度予算額

１　事務費 50,000 50,000

　（１）　事務費 15,000 15,000

　（２）　会議費 25,000 25,000

　（３）　通信費 10,000 10,000

２　事業費 450,000 450,000

　（１）　広報・交流推進費 200,000 200,000

　（２）　防災・安全対策費 210,000 210,000

　（３）　地域福祉増進費 40,000 40,000

小　　計　（B) 500,000 500,000

予備費 188 2,129

小　　計 188 2,129

500,188 502,129

収入合計

平成２６年度　　布田小地区ハッピータウン協議会　予算（案）
（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）

摘　要

助
成
金

助
成

対
象
外
経
費

摘　要

そ
の
他

会議案内等郵送料

支出合計

助
成
対
象
経
費

資料等印刷代、インク等事務用品費

会議会場代（役員会他）、会議時お茶代（総会・3月運営委員会）

ＨＰ運営費、広報誌発行経費2回

防災訓練開催、防災・安全活動参画、パトロール用消耗品

まちあるき、環境・美化活動

第４号議
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平成 26 年度 布田小地区ハッピータウン協議会 

 役員及び監事（案） 

 

役員                ◎新任 

 

役 職 役 割   名  前 

会長 総括 依田 耕児 （地区ボランティア有志） 

副会長 

（４人以内） 

会長のサポート 

（部会を設けた場合，

各部会のリーダーと

なりうる） 

山本 光則 （布田南部自治会） 

中谷 俊一 （地区ボランティア有志） 

林田 紀子 （健全育成推進布田地区委員会） 

金山 耕治 （染地かもめ会） 

総務 

（５人以内） 

事務担当 

（運営委員会開催通

知の発送，会議資料・

議事録の作成など） 

河内 信郷 （地区ボランティア有志） 

矢幡 秀治 （布田小学校開放運営委員会） 

斉藤 修太郎 （健全育成推進布田地区委員会） 

雪本 修一 （布田小 PTA） 

松井 利夫 ◎ （染友自治会） 

  

会計 

（３人以内） 

経理担当 

（出納管理，予算・決算の作成） 

斉藤 厚子 （地区ボランティア有志） 

野口 潤 （地区ボランティア有志） 

  
           

監事 

役 職 役 割    名  前 

監事 

（２人） 
活動・会計の監査 

山口 勉 （布田西部自治会） 

荘司 和代 （民生児童委員） 

 

退任（逝去） 関口謙二（総務） 

新任 松井利夫（総務） 

第 5 号議案－01 
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平成 26 年度 布田小地区ハッピータウン協議会 運営委員 （案） 

運営委員                  ◎ 新任 △ 所属変更 

  名前 所属 備考 

1 河内 信郷 地区ボランティア有志  

2 斉藤 厚子 地区ボランティア有志  

3 野口 潤 地区ボランティア有志  

4 依田 耕児 地区ボランティア有志  

5 小久保 弘 桜丘睦会  

6 澤口 孝行 桜丘睦会  

7 山口  祐二  布田西部自治会  

8 新田 重彦 布田西部自治会  

9 岡宗  秀一  布田西部自治会  

10 藤田 秀雄 ◎ 布田南部自治会  

11 杉山 幸昌 布田南部自治会  

12 山本 光則 布田南部自治会  

13 久場 兼三 染地一丁目自治会  

14 松井 利夫 染友自治会，民生児童委員  

15 石塚 絹代 民生児童委員  

16 梅原  厚子  民生児童委員  

17 中谷 俊一  地区ボランティア有志   

18 金山 耕治  染地かもめ会  

19 矢幡 秀治 布田小学校開放運営委員会  

20 鈴木 啓子 健全育成推進布田地区委員会  

21 岩佐 理佳  健全育成推進布田地区委員会  

22 柴垣 涼子  健全育成推進布田地区委員会  

23 林田 紀子 健全育成推進布田地区委員会  

24 雪本 修一  布田小 PTA  

25 斉藤 修太郎  健全育成推進布田地区委員会  

26 井口 中 布田小学校 校長  

27 山口 節子 染地児童館 館長  

28 高野 千尋（たかのせんひろ） 郷土博物館 館長   

29 市村 研一◎ こころの健康支援センター  

30 木村 仁 地区ボランティア有志  

    

（辞任）小泉伸子（布田南部自治会） 

（新任）藤田秀雄（布田南部自治会） 

（移動）木内洋（こころの健康支援センター） 

（新任）市村研一（こころの健康支援センター） 

第 5 号議案－02 
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１．訓練実施日時 平成25年4月27日(土)午前11時24分発災想定～午後2時30分
２．訓練参加者 参加者総数 219 名程度

A地区 布田5丁目地区 30 名程度(一般参加者2名）
B地区 多摩川地区 40 名程度
Ｃ地区 染地地区 50 名程度(一般参加者2名）
D地区 布田6丁目地区 45 名程度(一般参加者1名）
主催者 学校関係者 30 名程度

市役所関係者 4 名
調布消防署 4 名
第八消防分団 4 名
地区協議会関係者 12 名(田口氏含む）

３．訓練実施の概要と反省点など
実行内容

地震発生
児童引渡し、6年生児童、保護者、外来者順次入場 ①
訓練実施内容の説明 ②
各班内の役割分担決定 ③
アルファ米調理手順説明、備品配布、段ボールスペース作成着手
アルファ米準備完了
班別訓練体験～A地区＆B地区：応急救護（三角巾、担架搬送）
　　　　　　　　　　C地区：AED訓練
　　　　　　　　　　D地区：防災倉庫・簡易トイレ見学、担架搬送
食事＆各班反省会 ⑥
講評（調布消防署・加藤氏）
受付終了後参加記念品配布、調布市アンケート協力依頼、後片付け

　①入場は非常にスムースで、受付先行しても時間内に入場処理可能であったかと思う。
　　受付を事後にしたために、来場者数把握がアバウトなものになってしまった。
　②敢えて当日スケジュールを張り出さなかったが、反応はどうか？
　③班によってはスムースなところもあった。これにはおやじネットの存在が大きい。
　④アルファ米調理説明時間を取ったことで、各班での調理が上手く進んだ。
　　段ボール組み立て見本展示も奏功した。
　⑤ＡＥＤ訓練は好評で、皆真剣に取り組んでいた。簡易トイレ組み立ては時間がかかりそうで、
　　各班から数名の男性を募って、調理と併行して進めてもよかった。
　　防災倉庫見学・担架搬送・三角巾は10分刻みのローテーションで、全員参加でも可能か。
　⑥アルファ米は好評で、もう少し分量を増やしても良かった。　反省会等意見交換はリーダー
　　に徹底していなかったため、十分な意見聴取が出来なかった。
　⑦受付簿記入方法が徹底していなかったため、正確な来場者把握ができなかった。　
　　地区・氏名・性別・年齢を把握しておきたかった。

(裏面に続く）

④

⑤

⑦

時間
11:24
11:40
12:00
12:10

12:20～
～12:40

12:40～

～13:10
13:10～
13:40～

14:00～
～14:30

主催者反省会

調布市防災教育の日・避難所訓練実施状況報告
（布田小学校・布田小地区ハッピータウン協議会）
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４．反省会等意見聴取
(参加者意見）

・小学校と地区協の合同開催が良い(染地）
・意外と段ボールが心地よい(染地）
・ＡＥＤのデモが良かった。役立つ。(染地）
・勉強になった。活かしたい。(染地）
・いざという時の為に役立つ。(染地）
・地区協、自治会レベルで防災倉庫の鍵を持つべき。（布田6）
・水はそれなりに確保できているようだが、トイレは心配(布田6）

(反省会での意見）
・田口氏からの実践的避難所運営指導
　　入り口の向きは外気（寒気）遮断の工夫が必要。段ボールの開口部も同様。
　　土足を一旦容認すれば取り返しがつかない。清潔を守るためにも厳禁すべき。
　　食糧保管等備品保管場所は体育館内共用スペースとは別にすべきetc
・今後宿泊訓練なども検討課題
・災害時はマイク使用も不可能と考えられるので、それを前提にした伝達方法を
　訓練に取り入れることも必要か。
・マット利用など学校設備備品の有効活用を更に考えてみてもよい。
・アルファ米は予想以上に好評であったので、更に倍程度に増やして持ち帰って、
　自宅の人にも提供するなど、啓蒙のチャンスかも知れない。

(参考）４チームの役割構成

子供 大人 子供 大人 子供 大人 子供 大人

小野寺 宗宮 藤林 池田 池田 池田 山名 山名

花谷,岡田 花谷,岡田 ー 荒川,大坪 荒川,大坪 ー
山中,石田,

松田

細田,塀内 細田,塀内 ー 池田,浅野 池田,浅野 大場,藤弘 ー

岡田,宗
宮、増田,,

浅谷
小野寺 斉藤 溝渕,谷本 谷本,池田

石田,後藤,
野沢,川島,
石田,石田

南,後藤

ー 元山,太田 中嶋,藤林 ー 浜本,小川 ー 羅、金子

清水,片山 清水,片山 金子,矢幡 池田,是行 鷲林,熊沢
山田,山名,
金子,後藤

金子,山田

11 9 7 6 9 11 13 10
名前の一部に転記の間違いあり

(以上）

D班（布田6）A班（布田5）

設営係(段ﾎﾞｰﾙ）

食事係(ｱﾙﾌｧ米）

B班（多摩川） C班（染地）

池田,中嶋,
小林,高橋,
米山,井口

食事係(給湯）

食事係(お茶）

合計人数

班長

設営係(卓球台）
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H26.1.30運営委員会資料
布田小地区ハッピータウン協議会

平成25年度「救急救命講習」実施状況について、下記の通り報告します。

記
１．訓練実施の概況

訓練参加者　26名
自治会ルートの受講者：布田南部自治会（8名）、染地かもめ(4名）
一般申し込み(2名/FAX利用）、地区協役員＆関係者（12名）

訓練内容 普通救命講習（3時間コース）
東京消防庁消防総監より「救命技能認定証(3年間有効）」が交付される。
（平成25年12月参加者宛交付済）

実施日時 平成25年11月17日(日）13時～16時
実施場所 こころの健康支援センター2階会議室

２．訓練実施費用
受講料（テキスト代） 37,800 @1400円＊27名（1名途中退席）
配布品1（非常用持出し袋） 47,040
配布品2（ﾚｽｷｭｰｼｰﾄ） 8,820 　　70名分用意し、35名分配布
配布品3（給水ﾊﾞｯｸﾞ3L用） 6,700 　　　　(主催者側応援者含む）
配布品4（調布市ゴミ袋M) 0 過年度配布品流用（現時点在庫70個）
給茶(500mlﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ） 5,000

105,360

３．講評
①訓練参加者確保について
　　　自治会毎の取り組みに差があり、参加者がバラついた
　　　・布田南部自治会、染地かもめは自治会が取り纏め実施
　　　・その他自治会は個別応募に任せたため事実上ゼロ
　　　・なお、多摩川自治会は自治会独自に救命講習を実施

②訓練風景
　　　講師の熱血指導が功を奏し、受講者全員の熱心な受講態度が印象的
　　　訓練参加者の感想も、「有意義だった」と好評価（アンケート実施を失念）

③今後について
　　　3年ごとの認定資格更新時期（H28.11.16まで）に合わせて、継続実施する。　
　　　（毎年継続実施は参加者確保の面で困難か）

(以上）

救急救命講習実施報告

合　計

12



平成 25 年 7 月 31 日、運営委員会資料 
 

第 3 回街あるき『ハッピーウォーク』実施報告 
 
１．実行日    平成 25 年 7 月 7 日(日)、晴れ・気温 35 度（＊） 
   （＊）暑熱のため、計画コースを短縮して実行した 
 
２．参加者    運営委員 10 名（依田、山本、中谷、河内、雪本、山口、 

久場、松井、石塚、梅原） 
         布田小 PTA（校外部） 2 名（斎藤、小川） 
 
３．進行状況 

時刻 見学施設 見学内容 
10 時～ 
   10時 30分 

郷土博物館 ・ 本日訪問予定施設の概要説明 
・ 館内見学 

10 時 45 分 布田老人憩の家 
古天神公園 

・日曜休館のため外観のみ 

10 時 50 分 布田小学校周辺 ・通学安全路の確保について 
11 時 斉藤農園 ・全景 
11 時 10 分～  
  11 時 30 分 

郷土博物館分室 ・下布田遺跡周辺の歴史と今後の環

境保存方針について(高野) 
11 時 40 分 狐塚古墳跡 ・周辺開発の歴史について(山口) 
11 時 50 分～ 
  12 時 30 分 

（布田南部自治会館） ～昼食＆反省会(下記)～ 

 
４．参加者意見など今後に向けて 
 ・地域の歴史や今後の発展可能性に触れるよい機会だった。 
  特に、下布田遺跡公園プランは実現に向けての期待は大きい。 
  今後もウォッチしていきたい。 
・次回街あるきは今回見学できなかった施設の見学を中心にしたいと思うが、

その他アイデアを募りたい。 
・今回、布田小周辺の通学路安全確保の課題がいくつか指摘された。    

これまでに出された課題を含め問題解決実現に向けて行動起こしたい。 
(以上) 
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平成 26 年 3 月 26 日、運営委員会資料 
 

第 4 回街あるき『ハッピーウォーク』実施報告 
 
１．実行日    平成 26 年 3 月１日(土) 
    
２．参加者    運営委員 10 名（依田、山本、中谷、林田、雪本、矢幡、 

久場、松井、梅原、高野） 
         布田小 PTA（校外部）2 名（斉藤順、高橋佳） 
 
３．進行状況 

時刻 見学場所 見学内容 
10 時～ 
   11 時 20 分 

布田小学校周辺～ 
  地域内各所 
 

・ 布田小学校周辺の通学安全路確

保に向けた提案他改善提案指摘

箇所の改善状況を確認した。 
(詳細は「HappyTimes」参照) 

11 時 20 分～ 
   11 時 50 分 

布田老人憩の家 ・施設の概要を内覧し、利用者にイ 
 ンタビューを行った。 

12 時～ 
   12時 30分 

布田南部自治会館 ・昼食＆反省会 

 
４．参加者意見など今後に向けて 
 ・「地域改善要望」の有効性を確認したことは、大変有意義であった。 
  地区協の「街あるき」が、布田小校外部の提案実現に役立ったことは、今 
  後の地区協活動の一つの指針にもなるだろう。 
   今後も多角的に街を見つめていきたい。 
 ・校外部の「街あるき」参加は、年 1 回程度とし目的に合わせて検討するこ 
  とが相当か。 
 

(以上) 
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